
テーマ： ユビキタス･コンピューティング技術によって、『

食の安全と消費者の信頼の確保を』

プ ロ グ ラ ム

１．開 会（１０：００）

主催者挨拶 社団法人農協流通研究所 理事長 三 村 浩 昭

２．情勢報告（１０：０５）

農林水産省消費･安全局 消費･安全政策課 課 長 山 田 友紀子

企画官 湯 地 和 夫

３．成果報告：第１部（１０：４０）

(１)「加工食品規格書の標準化をベースとした、ポイント制による

情報循環ユビキタストレーサビリティシステムの実現」

報告団体：財団法人食品産業センター

(２)「農薬ナビを活用した農薬使用リスク管理システムの開発実証」

報告団体：農薬適正使用ナビゲーションシステム研究会

－ 昼 食 －

４．成果報告：第２部（１３：００）

(１)「農場から食卓にいたる農産物の食品危害を最小にする適正規

範とユビキタスデータ管理システムの開発実証」

報告団体：農産規範基準研究会

(２)「ＥＵの を活用した統合型水産物安全･安心トレーTrace Fish

サビリティシステムの開発」

報告団体：社団法人大日本水産会

社団法人海洋水産システム協会



(３)「ユビキタス食品情報基盤システム実証実験」

報告団体：Ｔ－Ｅｎｇｉｎｅ フォーラム

－ 休 憩 －

(４)「携帯音声入力による生産者･事業者･消費者にやさしい食の安

全･安心システム開発実証」

報告団体：全日食チェーン商業協同組合連合会

(５)「集団給食のメニューを対象とした食材のユビキタス食の安全

･安心システムの構築･検証」

報告団体：社団法人日本給食サービス協会

(６)「通いコンテナとマルチ識別タグによる青果物のユビキタス流

通システムの開発」

報告団体：社団法人全国青果卸売市場協会

５．質疑応答（１７：０５）

６．閉 会（１７：３０）

実証事業の成果等の展示

１．日 時： 平成１８年３月１日(水)～３日(金)

１０：００～１７：００ (注：最終日のみ１６：００まで)

２．会 場： 東京ビッグサイト 東４ホール 「こだわり食品フェア２００６」会場内

所在地：東京都江東区有明３－２１－１


